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当ファンドの仕組みは次のとおりです。 

商 品 分 類 追加型投信／国内／株式 

信 託 期 間 無期限 

運 用 方 針 

ビジネスを通じて社会的課題に積極的に取り組
み、社会に貢献する企業の株式に投資します。 
個別企業調査を基本としたボトムアップ・アプ
ローチを重視した銘柄選択を行います。 

主 要 投 資 対 象 国内の上場株式を主要投資対象とします。 

組 入 制 限 
株式への投資割合には、制限を設けません。 
外貨建資産への投資割合は、信託財産の純資産
総額の30％以下とします。 

分 配 方 針 

毎決算時(9月20日。休業日の場合は翌営業日)
に、利子、配当収入および売買益などのうちか
ら、基準価額水準等を勘案して、分配を行う方針
です。ただし、分配対象額が少額の場合は、分配
を行わないこともあります。 

 

 
運用報告書(全体版) 

朝日ライフ  

ＳＲＩ 社会貢献ファンド 

愛称〔あすのはね〕 

第22期 

(決算日 2022年９月20日) 

 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げ

ます。 

さて、ご投資いただいております「朝日ライ

フ ＳＲＩ 社会貢献ファンド」は、2022年９月

20日に第22期の決算を行いました。ここに、期

中の運用状況をご報告申し上げます。 

今後とも、一層のお引立てを賜りますようお

願い申し上げます。 

 

 



品 名：90068_140001_022_02_朝日ライフ SRI 社会貢献ファンド_933630.docx 

日 時：2022/10/28 18:24:00 

ページ：1 

 

－ 1 － 

 
○本報告書の表記について 

・原則として、数量、額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しています。ただし、単位未満の数値については小数で表記する

場合があります。－印は、組入れ、異動などの該当がないことを示します。  

 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 TOPIX(東証株価指数) 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

〔参考指数〕 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ ％ 百万円 

18期(2018年９月20日) 10,525 560 8.5 1,787.60 7.2 93.9 － 4,135 

19期(2019年９月20日) 9,336 0 △11.3 1,616.23 △ 9.6 87.1 － 3,890 

20期(2020年９月23日) 10,008 90 8.2 1,644.25 1.7 83.1 － 4,068 

21期(2021年９月21日) 10,068 1,100 11.6 2,064.55 25.6 93.8 － 4,153 

22期(2022年９月20日) 9,148 0 △ 9.1 1,947.27 △ 5.7 90.0 － 4,210 
 

（注） 基準価額および分配金は1万口当たりの値です。 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込みで計算しています。 

（注） 株式先物比率は買建比率－売建比率です。 

（注） 当ファンドでは運用目標とするベンチマークを設定していないため、参考指数としてTOPIX(東証株価指数)を掲載しています(以下同じ

です｡)。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 T O P I X ( 東 証 株 価 指 数 ) 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率  騰 落 率 〔参考指数〕 騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ ％ 

2021年９月21日 10,068 － 2,064.55 － 93.8 － 

９月末 9,918 △ 1.5 2,030.16 △1.7 93.8 － 

10月末 9,761 △ 3.0 2,001.18 △3.1 93.6 － 

11月末 9,422 △ 6.4 1,928.35 △6.6 96.6 － 

12月末 9,668 △ 4.0 1,992.33 △3.5 96.4 － 

2022年１月末 9,055 △10.1 1,895.93 △8.2 96.6 － 

２月末 8,992 △10.7 1,886.93 △8.6 94.3 － 

３月末 9,062 △10.0 1,946.40 △5.7 93.3 － 

４月末 8,859 △12.0 1,899.62 △8.0 90.0 － 

５月末 8,903 △11.6 1,912.67 △7.4 88.4 － 

６月末 8,656 △14.0 1,870.82 △9.4 91.1 － 

７月末 9,008 △10.5 1,940.31 △6.0 90.1 － 

８月末 9,261 △ 8.0 1,963.16 △4.9 91.0 － 

(期  末)       

2022年９月20日 9,148 △ 9.1 1,947.27 △5.7 90.0 － 
 

（注） 基準価額は1万口当たりの値です。 

（注） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比で計算しています。 

（注） 株式先物比率は買建比率－売建比率です。 
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◎運用経過(2021年9月22日～2022年9月20日) 

○当期中の基準価額等の推移 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金(税込み)を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマ

ンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額および参考指数は、期首の値が基準価額と同一となるように指数化しています。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第2位を四捨五入して表示しています。 

 

○基準価額の主な変動要因 

期初から2022年3月にかけての前半期における下落の主な要因は、新型コロナウイルスの感

染拡大に伴う経済活動の停滞、インフレ抑制のための各国政策金利の引き上げ、資源価格の高

騰等のコスト増による企業収益圧迫、ロシアのウクライナ侵攻に対する欧米等のロシアへの経

済制裁強化、世界経済の減速等に対して懸念が高まったことが挙げられます。 

一方、2022年4月から9月までの後半期では、国内の新型コロナウイルス新規感染者数の減少、

経済活動の再開、入国制限緩和とインバウンド消費拡大、円安・ドル高進行による国内企業業

績の上方修正、インフレのピークアウトによる米国金融引き締め緩和等への期待が高まったこ

とが上昇要因に挙げられます。 

 

  



品 名：90068_140001_022_02_朝日ライフ SRI 社会貢献ファンド_933630.docx 

日 時：2022/10/28 18:24:00 

ページ：3 

 

－ 3 － 

○投資環境 

当期の株式市場は、期初から2021年12月までは、新型コロナウイルスの感染増に伴う経済活

動の停滞懸念が広がったことで、弱含みで推移しました。また2022年の年明けから3月にかけ

ても、資源価格の高騰等のコスト増による企業収益圧迫懸念や、ロシア軍のウクライナ侵攻に

対するリスク回避の売りが多く発生したことで、軟調な展開となりました。 

4月以降については、新型コロナウイルス新規感染者数の減少、経済活動の再開、円安・ド

ル高進行による国内企業の上方修正、インフレのピークアウトと米国金融引き締め緩和等への

期待を背景に底堅く推移しましたが、8月下旬以降は、パウエルFRB(米連邦準備理事会)議長が

金融引き締め姿勢を明確にしたことで、軟調な展開となりました。 

 

○当ファンドのポートフォリオ 

期初から2022年3月までの前半期では、市場が弱含みで推移する中、業績面で下振れリスク

が高まった銘柄の下落により、基準価額は軟調に推移しました。個別銘柄ではマキタ、オイ

シックス・ラ・大地、ソラスト等の株価下落がマイナスに寄与しましたが、富士電機、丸井グ

ループ、プレミアグループ等の株価上昇がプラスに寄与しました。 

後半期に入ってからは株式市場が底堅く推移する中、好業績銘柄を中心とした株価上昇が基

準価額を押し上げました。個別銘柄ではオイシックス・ラ・大地、ニトリホールディングス、

芝浦電子等の株価下落がマイナスに寄与しましたが、プレミアグループ、TIS、オリンパス等

の株価上昇がプラスに寄与しました。 

当ファンドでは投資先の企業価値の向上は、中長期的な投資リターンの拡大にとって最も重

要な要素であると考え、持続的な成長が期待できる市場で、ステークホルダーを味方につけて

競争優位を構築し、企業価値向上の観点から株主と経営のベクトルが一致しているサステナブ

ルな企業への選別投資を行いました。その一方で、調査の結果、業界の魅力度や競争優位性が

低下したため将来に向けて企業価値の拡大が難しくなったと判断した銘柄や、株価が上昇し割

高な水準に達した銘柄を売却することで、ポートフォリオの魅力度を一層高めました。 

この結果、当期においてオリンパス、アサヒホールディングス、JSR、芝浦電子、SCSK等を

新たに組み入れました。一方、アイカ工業、コムシスホールディングス、プレステージ・イン

ターナショナル、マキタ等について保有株式をすべて売却しました。 
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○当ファンドのベンチマークとの差異 

当ファンドは運用の目標となるベンチマー

クはありません。 

コメント・グラフは、基準価額と参考指数の

騰落率の対比です。 

 

 
 

 

  

参考指数が5.7％下落したのに対し、基準価

額は9.1％の下落となり、参考指数を3.5％下

回る結果となりました。当期の株式市場では

世界的にインフレと金利上昇への懸念が強

まる中、それらの要因に対して相対的に影響

を受けにくい割安株を選好する傾向が強ま

りました。そうした中、当ファンドのポート

フォリオ特性として収益性や成長性の高い

企業を多く保有し、割安株の保有比率が低い

ことや、企業業績が低迷した企業の株価下落

等が、参考指数に対して劣後する要因となり

ました。 

  
（注） 基準価額の騰落率は分配金込み(税込み)です。 
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○分配金 

当期の分配金につきましては、収益分配方針に基づき、基準価額水準などを勘案して、見送

らせていただきました。 

なお、収益分配にあてず信託財産内に留保した利益につきましては、運用の基本方針に基づ

いて運用いたします。 

 

○分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第22期 

2021年９月22日～ 
2022年９月20日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 807  
 

（注） 対基準価額比率は当期分配金(税込み)の期末基準価額(分配金込み)に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益および当期の収益以外は、小数点以下を切捨てて表示しているため、合計した額が当期分配金と一致しない場合があります。

 

○今後の運用方針 

当ファンドでは投資先の企業価値の向上は、中長期的な投資リターンの拡大にとって最も重

要な要素であると考えます。企業価値の分析の際には、持続的な成長が期待できる市場で、ス

テークホルダーを味方につけて競争優位を構築しているか、企業価値向上に向けて株主と経営

のベクトルが一致しているかといった観点から、投資先企業の選定を行います。 

また企業価値分析においてサステナビリティを考慮する際には、企業価値に影響を与える重

要なESG課題に焦点を当てます。企業活動に関係するESG要素は多岐に渡りますが、当該企業が

行う事業(業種)や戦略にどのようなビジネス機会やリスクをもたらすかという観点から、課題

を特定し分析を行います。 

そしてビジネスを通じて社会的課題に積極的に取り組み、社会に貢献するサステナブルな企

業を厳選し、特定のベンチマークや市場のトレンドへの追随は意識せず、安い株価で集中度を

高めて買い、企業価値の成熟と株価の上昇を狙う運用を行うことで、高い投資成果の獲得を狙

います。 
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○１万口当たりの費用明細 (2021年９月22日～2022年９月20日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 180  1.953  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (111)  (1.207)     委託した資金の運用の対価 

 （ 販 売 会 社 ） ( 61)  (0.658)     交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の 
   情報提供等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） (  8)  (0.088)     運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 6   0.061   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
   売買委託手数料は、有価証券等の売買の際に支払う手数料です。 

 （ 株  式 ） (  6)  (0.061)   

（c） そ の 他 費 用 1   0.006   (c)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） (  1)  (0.005)     監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査にかかる費用です。 

 （ そ の 他 ） (  0)  (0.000)     信託事務の処理等に関するその他の費用 

 合 計 187   2.020    

期中の平均基準価額は、9,213円です。  

 
（注） 期中の費用(消費税等のかかるものは消費税等を含みます｡)は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出し

た結果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入しています。 

（注） 各比率は1万口当たりのそれぞれの費用金額(円未満の端数を含みます｡)を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごと

に小数第3位未満は四捨五入しています。 
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（参考情報） 

◯総経費率 

当期中の運用・管理にかかった費用の総額(原則として、募集手数料、売買委託手数料および有

価証券取引税を除く｡)を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額(1口当たり)を乗じた数で除

した総経費率(年率)は1.97％です。 
 

  
（注） 当ファンドの費用は1万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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○売買及び取引の状況 (2021年９月22日～2022年９月20日) 

 

 

 
買 付 売 付 

株 数 金 額 株 数 金 額 

国 

内 

 千株 千円 千株 千円 
上場 445 1,294,487 427 981,987 
 (155) (       －)

 
（注） 金額は受渡代金です。 

（注） ( )内は株式分割、予約権行使、合併等による増減分で、上段の数字には含まれていません。 

 

○株式売買比率 (2021年９月22日～2022年９月20日) 

 

項 目 当 期 

(a) 期中の株式売買金額 2,276,474千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 3,899,316千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.58   
 

（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均です。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2021年９月22日～2022年９月20日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

  

株式 
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○組入資産の明細 (2022年９月20日現在) 

 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

株  数 株  数 評 価 額 

 千株 千株 千円 

建設業（10.2％）    

ショーボンドホールディングス 15.8 13.5 84,915 

コムシスホールディングス 37.5 － － 

大成建設 － 10.3 44,341 

住友林業 57.8 50.5 118,725 

積水ハウス 49.4 55.5 139,582 

化学（5.9％）    

ＪＳＲ － 22.2 66,933 

アイカ工業 29 － － 

花王 10.9 － － 

太陽ホールディングス 11.8 26.6 70,144 

ユニ・チャーム 16.3 18.3 86,302 

ゴム製品（3.6％）    

ブリヂストン 24 27 137,565 

ガラス・土石製品（3.0％）    

フジミインコーポレーテッド 18 18.4 114,632 

鉄鋼（0.9％）    

東京製鐵 － 26 33,852 

非鉄金属（2.5％）    

アサヒホールディングス － 44 93,456 

金属製品（4.2％）    

三和ホールディングス 104.5 117.4 158,724 

機械（3.9％）    

クボタ 50.6 44.1 95,278 

ダイキン工業 2.8 2.2 53,009 

マキタ 17.7 － － 

電気機器（19.3％）    

富士電機 22.2 27.1 158,264 

富士通 6.9 5.2 83,382 

エレコム 39.1 43.9 69,888 

アンリツ 39.9 51.6 84,211 

アズビル 30.3 34 134,810 

日本セラミック 37.6 19.7 51,850 

芝浦電子 － 13.7 63,979 

小糸製作所 11.2 18.5 86,302 
 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

株  数 株  数 評 価 額 

 千株 千株 千円 

輸送用機器（4.0％）    

トヨタ自動車 14.8 73.4 150,359 

精密機器（2.9％）    

オリンパス － 36.8 109,461 

電気・ガス業（3.6％）    

メタウォーター 38.9 67.4 135,406 

情報・通信業（9.7％）    

ラクーンホールディングス 33.4 37.5 44,137 

ＴＩＳ 46.8 34.9 142,915 

ポールトゥウィンホールディングス 33 － － 

トレンドマイクロ 12.4 11.9 96,866 

ＳＣＳＫ － 36.4 81,790 

卸売業（6.6％）    

シップヘルスケアホールディングス 36.3 49.6 130,497 

豊田通商 21.6 24.3 119,920 

小売業（7.9％）    

セリア 15.5 － － 

オイシックス・ラ・大地 21.3 23.9 41,825 

コスモス薬品 2 － － 

丸井グループ 71.3 67 168,103 

ニトリホールディングス 6.1 6.9 88,285 

保険業（1.1％）    

ＳＯＭＰＯホールディングス － 7 42,770 

その他金融業（4.7％）    

プレミアグループ 31.6 92.3 179,615 

サービス業（6.0％）    

プレステージ・インターナショナル 121.9 － － 

ソラスト 49.6 77.7 70,396 

メイテック － 32.3 76,874 

ダイセキ 23.9 18.2 81,809 

合 計 
株 数 ・ 金 額 1,213 1,387 3,791,183 

銘柄数＜比率＞ 38 39 ＜90.0％＞ 
 

（注） 銘柄欄の( )内は、国内株式の評価総額に対する各業種の比率

です。 

（注） 評価額欄の< >内は、純資産総額に対する評価額の比率です。 
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○投資信託財産の構成 (2022年９月20日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

株式 3,791,183 89.2 

コール・ローン等、その他 460,027 10.8 

投資信託財産総額 4,251,210 100.0 
 
 
 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2022年９月20日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 4,251,210,323   

 コール・ローン等 454,880,473   

 株式(評価額) 3,791,183,750   

 未収配当金 5,146,100   

(B) 負債 40,606,918   

 未払解約金 641,435   

 未払信託報酬 39,852,243   

 未払利息 1,355   

 その他未払費用 111,885   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 4,210,603,405   

 元本 4,602,898,338   

 次期繰越損益金 △  392,294,933   

(D) 受益権総口数 4,602,898,338口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 9,148円 

 
（注） 期首元本額は4,125,687,704円、期中追加設定元本額は

641,711,691円、期中一部解約元本額は164,501,057円です。 

（注） 投資信託財産計算規則第55条の6第10号に規定する額は以下の

とおりです。 

元本の欠損(当期末)392,294,933円 
 

○損益の状況 (2021年９月22日～2022年９月20日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 85,137,163   

 受取配当金 85,421,007   

 受取利息 8   

 その他収益金 112   

 支払利息 △    283,964   

(B) 有価証券売買損益 △404,704,010   

 売買益 294,818,426   

 売買損 △699,522,436   

(C) 信託報酬等 △ 81,846,984   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △401,413,831   

(E) 前期繰越損益金 332,806   

(F) 追加信託差損益金 8,786,092   

 (配当等相当額) (  368,054,579)  

 (売買損益相当額) (△359,268,487)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △392,294,933   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) △392,294,933   

 追加信託差損益金 8,786,092   

 (配当等相当額) (  368,054,579)  

 (売買損益相当額) (△359,268,487)  

 分配準備積立金 3,622,985   

 繰越損益金 △404,704,010   
 

（注） (B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。

（注） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて

表示しています。 

（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設

定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

（注） 分配金の計算過程 

計算期間末における費用控除後の配当等収益(3,290,179円)、

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益(－円)、

信託約款に規定する収益調整金(368,054,579円)および分配準

備積立金(332,806円)より分配可能額は371,677,564円(10,000

口当たり807円)ですが、当期は分配を行いませんでした。 
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《寄付先報告》 
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